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１．はじめに 

 竹炭はその素材特性が見直され、人体や環境への効

果・効用の研究が報告されるなど市場性が高まっている。 

 ここで、消費者自ら容易に竹炭を製作できる小型竹炭

焼成炉をコンパクトで安価に提供するため、グリーンコ

ンシューマーをターゲットとしたデザイン開発から販売

促進、展示実演に対して支援したので次に報告する。 

 

２．開発目標 

 平成11年燃料用途以外の木炭の用途別販売量の比率は

農業用や畜産用等第一次産業関連が約 50％、調湿用や緑

化園芸用といった生活環境関連は約 30％を占めている1)。

一方、平成 9 年～平成 11 年の推移からは調湿用が約 2.6

倍、緑化園芸用が約 1.7 倍と高い伸び率を示している（表

１）。 

 また、平成 15 年環境省報道発表資料によると、環境ビ

ジネスの市場規模は 2000 年には 29 兆９千億円だったも

のが 2010 年には 47 兆２千億円、2020 年には 58 兆４千億

円になると推計され、雇用規模については、2000 年には

76 万９千人だったものが 2010 年には 111 万９千人、2020

年には 123 万６千人になると推計され、新たな拡大と雇

用創出をもたらす産業としても有望視されている。 

 環境ビジネスを成功させるカギは市場ニーズの把握で、

技術開発よりも事業開発、いかに売るかというマーケテ

ィング戦略が重要であると言われ2)、焼成炉開発というハ

ードのみならず、その用途提案（表２）といったソフト

部分までを含め、マーケットへの積極的な提案を開発課

題とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３．内容 

3.1 事業コンセプト 

 平成 11 年林野庁によれば、全国のモウソウチクの栽培

面積は約 6 万 5 千haで全体の 65%を占めている3)。モウソ

ウチクは200～300年前に中国から渡ってきた帰化植物と

言われ、山林や原野など放置が社会問題にもなっている。 

 

 

「日本一おいしく日本一高価」と称される乙訓タケノコ

として名高い長岡京市では安価な輸入品に押され、地域

の景観が変わるほどの変貌をみせている。 

 このような状況に対し、全国各地で炭焼き体験や里山

づくりや森林保全などの活動が行われるようになってき

た。竹炭に使われるのは 4～5 年の竹で木炭用の成長が 30

年程度とされることに比べその速度は著しく早い。また、

他の樹木と比較して扱いが容易で危険も少ないことが里

山づくりの利点とされる。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2 製品デザイン 

 グリーンコンシュ

を想定し、消費者自

焼成炉のスタイルを

 製品外観はモルト

るポットスチルをモ

材自体の美しさが感

物語り、その形態か

わってくる。この素

情緒を匂わせるよう

 

3.3 マーケティング

 以下のとおり、文

テストマーケティン

1)文献調査 

 専門誌「炭の力」

ムを抜粋した。 

 参照雑誌：創森社

2)店頭調査 

 関連する工房や専

 ・竹人形工房（茨

 ・備長炭専門ショ

 ・炭ショップ（東

 ・「観賞炭」趣味
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3)ヒアリング調査 
表２ 木炭の主な用途
ーマーが家庭で使用する生活シーン

ら容易に竹炭を製作できる小型竹炭

検討した。 

ウイスキー用の銅製単式蒸溜釜であ

表１ 燃料用途以外の木炭の用途別販売量の推移 

（社団法人 全国燃料協会調査より抜粋） 

チーフにした。ポットスチルには素

じられ、「機能的なものは美しい」を

らは作り方や使い方、職人芸まで伝

材特性と形態を生かしながら異国的

イメージした。 

調査 

献調査、店頭調査、ヒアリング調査、

グ調査を行った。 

の中で本開発に関連する記事やコラ

「炭の力」 

門ショップを視察した。 

城県日立市） 

ップ（東京都渋谷区） 

京都渋谷区） 

のグループ（茨城県高萩市） 



表３ 文献調査結果（「炭の力」より）  関連する展示会を視察、ヒアリングした。 

 ・ギフト関連：東京ビックサイト（東京都江東区） 

 ・住宅関連：東京ビックサイト（東京都江東区） 

 ・エコ関連：東京ビックサイト（東京都江東区） 

4)テストマーケティング調査 

 製品を展示出品し、実演を行った。 

 ・県民祭：茨城県庁（茨城県水戸市） 

 ・産業祭：運動公園（茨城県ひたちなか市） 

 ・試運転（茨城県玉造町） 

 

４．結果 

4.1 製品デザイン 

 事業コンセプトをビジュアルイメージとして感性表現

することができた。デザイン技術は企画やアイディアと

いった不明瞭なものを視覚化することであり、企業の持

つ熱処理というコア技術を環境という社会テーマへ展開

することができた（図１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.2 マーケティ

 文献調査では

分類した（表３

湿用途：8 件」

境保全：12 件」、

テル、レストラ

芸：11 件」とい

的に感じられた

 展示実演では

持が得られる等

の声として読み

 

５．おわりに 

 本開発品は竹

課題である「温

の再現性に寄与

場所の制約を受

の処理が解決で

能である。 

 ”Think Glob

上で重要な姿勢

る基盤があるこ

 なお、製品デ

表倉田稔之氏に

感謝いたします

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

図１ 展示実演（茨城県庁）
ング調査 

関連する記事やコラムを抜粋し７項目に

）。結果、「農業利用：6 件」や「調湿・除

は予想に反して少なく、「里山づくりや環

「スローライフ：9 件」などが目立ち、「ホ

ン：8件」、「化粧品：6 件」、「お花炭、工

った具体的なビジネス展開の動きが積極
4)。 

熱狂的な炭焼きファンや環境 NPO より支

、グリーンコンシューマーの広がりが生

取れた。 

炭製造が産業となるために必要不可欠の

度制御や時間制御」が可能であり、製品

できる。また、旧来の土窯による生産は

けるが、熱源である家庭電源の確保と煙

きれば、一般の庭先で生産することも可

ally, Act Locally”は環境問題を考える

であるが、個人や企業レベルで取り組め

とも確認できた。 

ザインにおいては有限会社プラネッツ代

ご協力をいただき、この誌を借りて深く

。 
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